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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　用紙に印刷するプリンター部と、
　前記プリンター部を通過する第１の搬送路と、
　前記第１の搬送路から分岐し表裏を反転させた前記用紙を第１搬送路の前記プリンター
部より上流側に移送する第２の搬送路と、
　前記用紙を収容する給紙部と、
　前記第２の搬送路で搬送されることを前提とし、片面印刷の割り込みジョブの割り込み
可能な両面印刷の先行ジョブの条件を示す条件テーブルと、
　前記割り込みジョブが設定されると、前記条件テーブルを参照し、前記用紙の搬送パタ
ーンに対して、前記先行ジョブが割り込み可能である場合、前記先行ジョブの印刷順番に
前記割り込みジョブの印刷が挿入されるように、印刷順番を決定し、前記印刷順番を決定
すると印刷開始を指示するシステム制御部と、
　前記印刷開始の指示に基づいて印刷を開始するプリンター制御部とを備え、
　前記システム制御部は、１ページの前記割り込みジョブが設定された場合、前記両面印
刷において１枚目の用紙を前記給紙部から給紙して前記１枚目の用紙の一方の面に印刷し
た後に反転させて他方の面に印刷するまでの停止を伴わない連続した搬送の間に、１枚目
からＮ－１（Ｎは３以上の正の整数）枚目の用紙まで連続して前記給紙部から給紙し、前
記用紙の一方の面に印刷可能な前記搬送パターンにおいて、前記両面印刷が設定された前
記先行ジョブの印刷に必要な用紙の枚数がＮ－１未満の場合に、前記先行ジョブの前記搬
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送パターンにおける最終の用紙が、一方の面が印刷されて前記第２の搬送路を搬送される
タイミングで１ページの片面印刷が設定された前記割り込みジョブの印刷が行われるよう
に印刷順番を印刷開始前に決定する
　ことを特徴とする画像形成装置。
【請求項２】
　前記条件テーブルは、前記用紙の搬送パターン毎に前記割り込みジョブの割り込み可能
な前記先行ジョブの条件を示し、
　前記システム制御部は、前記搬送パターンにおいて、前記先行ジョブの前記最終の用紙
が、一方の面が印刷された後、前記先行ジョブの１枚目の用紙の他方の面が印刷されるま
でに、前記先行ジョブの印刷には使用しない用紙を前記第１の搬送路に供給して前記割り
込みジョブの印刷が行われるように印刷順番を決定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記条件テーブルは、前記用紙の搬送パターン毎に前記割り込みジョブの割り込み可能
な前記先行ジョブの条件を示し、
　前記システム制御部は、前記搬送パターンにおいて、前記先行ジョブの印刷枚数が前記
第１の搬送路及び前記第２の搬送路で同時に搬送可能な前記用紙の枚数としての第１の枚
数未満であるとき、前記第１の枚数から前記先行ジョブの印刷枚数を差し引いた枚数以内
で前記割り込みジョブの印刷が行われるように印刷順番を決定する
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、割り込み印刷機能を搭載した画像形成装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　たとえば、プリンター、多機能プリンター、複合機などのＭＦＰ（Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃ
ｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ）である画像形成装置においては、ネットワークを介し
ユーザー端末などからの印刷ジョブの登録が可能となっている機種がある。また、画像形
成装置は、一般に、優先順位の設定が無い印刷ジョブに対し、入力順に印刷処理を実行す
る。
【０００３】
　ところで、印刷ジョブには、１ページを片面印刷するというような印刷ジョブ（以下、
簡易ジョブという）もある。ところが、このような簡易ジョブであっても、印刷処理が入
力順となっていることで、先に登録された印刷ジョブの処理が終わるまで待たされること
になり、不便である。
【０００４】
　このような不便を解消するものとして、特許文献１では、用紙を反転させるスイッチバ
ック手段と、再給紙搬送路に用紙を停止状態で待機させる待機手段と、これらの各手段の
制御を司る制御手段とを有し、制御手段は、異なる紙サイズの用紙を混合し、かつ連続し
て反転排出及び両面コピ－する場合、先行紙と後行紙との紙間を先行紙の搬送方向の長さ
以上に設定する画像形成装置を提案している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－３２１８２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した特許文献１での画像形成装置では、連続コピー時に割り込みで印刷指令が入力
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された場合、再給紙搬送路にコピー処理で印刷された先行紙を待機させることで、印刷割
り込みの後行紙に画像を形成することができる。
【０００７】
　ところが、この画像形成装置では、再給紙搬送路に先行紙を待機させた後、先行紙への
画像形成を再開させるため、先行紙を待機させる分だけ処理速度が低下してしまう、とい
う問題がある。
【０００８】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、上記問題点を解消することが
できる画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の画像形成装置は、用紙に印刷するプリンター部と、前記プリンター部を通過す
る第１の搬送路と、前記第１の搬送路から分岐し表裏を反転させた前記用紙を第１搬送路
の前記プリンター部より上流側に移送する第２の搬送路と、前記用紙を収容する給紙部と
、前記第２の搬送路で搬送されることを前提とし、片面印刷の割り込みジョブの割り込み
可能な両面印刷の先行ジョブの条件を示す条件テーブルと、前記割り込みジョブが設定さ
れると、前記条件テーブルを参照し、前記用紙の搬送パターンに対して、前記先行ジョブ
が割り込み可能である場合、前記先行ジョブの印刷順番に前記割り込みジョブの印刷が挿
入されるように、印刷順番を決定し、前記印刷順番を決定すると印刷開始を指示するシス
テム制御部と、前記印刷開始の指示に基づいて印刷を開始するプリンター制御部とを備え
、前記システム制御部は、１ページの前記割り込みジョブが設定された場合、前記両面印
刷において１枚目の用紙を前記給紙部から給紙して前記１枚目の用紙の一方の面に印刷し
た後に反転させて他方の面に印刷するまでの停止を伴わない連続した搬送の間に、１枚目
からＮ－１（Ｎは３以上の正の整数）枚目の用紙まで連続して前記給紙部から給紙し、前
記用紙の一方の面に印刷可能な前記搬送パターンにおいて、前記両面印刷が設定された前
記先行ジョブの印刷に必要な用紙の枚数がＮ－１未満の場合に、前記先行ジョブの前記搬
送パターンにおける最終の用紙が、一方の面が印刷されて前記第２の搬送路を搬送される
タイミングで１ページの片面印刷が設定された前記割り込みジョブの印刷が行われるよう
に印刷順番を印刷開始前に決定することを特徴とする。
　また、前記条件テーブルは、前記用紙の搬送パターン毎に前記割り込みジョブの割り込
み可能な前記先行ジョブの条件を示し、前記システム制御部は、前記搬送パターンにおい
て、前記先行ジョブの前記最終の用紙が、一方の面が印刷された後、前記先行ジョブの１
枚目の用紙の他方の面が印刷されるまでに、前記先行ジョブの印刷には使用しない用紙を
前記第１の搬送路に供給して前記割り込みジョブの印刷が行われるように印刷順番を決定
することを特徴とする。
　また、前記条件テーブルは、前記用紙の搬送パターン毎に前記割り込みジョブの割り込
み可能な前記先行ジョブの条件を示し、前記システム制御部は、前記搬送パターンにおい
て、前記先行ジョブの印刷枚数が前記第１の搬送路及び前記第２の搬送路で同時に搬送可
能な前記用紙の枚数としての第１の枚数未満であるとき、前記第１の枚数から前記先行ジ
ョブの印刷枚数を差し引いた枚数以内で前記割り込みジョブの印刷が行われるように印刷
順番を決定することを特徴とする。
　本発明の画像形成装置では、プリンター部を通過する第１の搬送路と、第１の搬送路か
ら分岐し表裏を反転させた用紙を第１搬送路のプリンター部より上流側に移送する第２の
搬送路とを備え、割り込みジョブが設定されると、システム制御部が第２の搬送路で搬送
されることを前提とし、片面印刷の割り込みジョブの割り込み可能な両面印刷の先行ジョ
ブの条件を示す条件テーブルを参照し、先行ジョブが割り込み可能である場合、先行ジョ
ブの印刷順番に割り込みジョブの印刷が挿入されるように、印刷順番を決定する。これに
より、割り込みジョブの処理中においては、先行ジョブの用紙が第２の搬送路に位置する
ため、割り込みジョブの処理終了後、先行ジョブの処理を継続させることができる。
【発明の効果】
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【００１０】
　本発明の画像形成装置によれば、割り込みジョブの処理終了後、先行ジョブの処理を継
続させることができるので、先行ジョブに割り込みジョブを割り込ませた場合でも、処理
速度の低下を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の画像形成装置の一実施形態を説明するための図である。
【図２】図１のＭＦＰの制御系の構成の一例について説明するための図である。
【図３】簡易ジョブの割り込み可能な先行ジョブの条件を示す条件テーブルを示す図であ
る。
【図４】簡易ジョブの割り込み可能な先行ジョブの条件においての印刷順番について説明
するものであって、図４（ａ）は先行ジョブが６ページ両面印刷で３Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔ
ｃｈの条件での印刷順番を示し、図４（ｂ）は２ページ目が印刷される場合を示し、図４
（ｃ）は４ページ目が印刷される場合を示し、図４（ｄ）は１ページ目が印刷される場合
を示し、図４（ｅ）は６ページ目が印刷される場合を示している。
【図５】簡易ジョブの割り込み可能な先行ジョブの条件においての印刷順番について説明
するものであって、図５（ｆ）は３ページ目が印刷される場合を示し、図５（ｇ）は５ペ
ージ目が印刷される場合を示し、図５（ｈ）は印刷終了を示している。
【図６】先行ジョブが２ページ両面印刷で３Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件での割り込み
印刷について説明するものであって、図６（ａ）は簡易ジョブの割り込み挿入を示し、図
６（ｂ）は２ページ目が印刷される場合を示し、図６（ｃ）は簡易ジョブの印刷を示し、
図６（ｄ）は１ページ目が印刷される場合を示し、図６（ｅ）は印刷終了を示している。
【図７】簡易ジョブの割り込み可能な先行ジョブの条件においての印刷順番について説明
するものであって、図７（ａ）は先行ジョブが８ページ両面印刷で４Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔ
ｃｈの条件での印刷順番を示し、図７（ｂ）は２ページ目が印刷される場合を示し、図７
（ｃ）は４ページ目が印刷される場合を示し、図７（ｄ）は６ページ目が印刷される場合
を示し、図７（ｅ）は１ページ目が印刷される場合を示している。
【図８】簡易ジョブの割り込み可能な先行ジョブの条件においての印刷順番について説明
するものであって、図８（ｆ）は８ページ目が印刷される場合を示し、図８（ｇ）は３ペ
ージ目が印刷される場合を示し、図８（ｈ）は５ページ目が印刷される場合を示し、図８
（ｉ）は７ページ目が印刷されて印刷終了となる場合を示している。
【図９】先行ジョブが２ページ両面印刷で４Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件での割り込み
印刷について説明するものであって、図９（ａ）は簡易ジョブの割り込み挿入を示し、図
９（ｂ）は２ページ目が印刷される場合を示し、図９（ｃ）は簡易ジョブの画像が印刷さ
れる場合を示し、図９（ｄ）は１ページ目が印刷される場合を示し、図９（ｅ）は印刷終
了を示している。
【図１０】先行ジョブが４ページ両面印刷で４Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件での割り込
み印刷について説明するものであって、図１０（ａ）は簡易ジョブの割り込み挿入を示し
、図１０（ｂ）は２ページ目が印刷される場合を示し、図１０（ｃ）は４ページ目が印刷
される場合を示し、図１０（ｄ）は簡易ジョブの画像が印刷される場合を示し、図１０（
ｅ）は１ページ目が印刷される場合を示している。
【図１１】先行ジョブが４ページ両面印刷で４Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件での割り込
み印刷について説明するものであって、図１１（ｆ）は３ページ目が印刷される場合を示
し、図１１（ｇ）は印刷終了を示している。
【図１２】図１のＭＦＰによる割り込み印刷処理について説明するためのフローチャート
である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の画像形成装置の一実施形態を、図１～図１２を参照しながら説明する。
なお、以下の説明においての画像形成装置の一例としては、たとえば印刷機能、コピー機
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能、ＦＡＸ（Ｆａｃｓｉｍｉｌｅ）機能、ネットワーク経由でのデータ送受信機能などを
搭載した複合的な周辺機器であるＭＦＰ（Ｍｕｌｔｉｆｕｎｃｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｐｈｅ
ｒａｌ）であるものとする。
【００１３】
　まず、図１に示すように、ＭＦＰ１００の本体１０１の内部には、給紙部１１０、プリ
ンター部１２０、用紙検出センサー１４０～１４２、搬送部１５０などが搭載されている
。なお、符号１６０は用紙給紙部を示し、符号１６１、１６２は排紙トレイを示している
。
【００１４】
　給紙部１１０は、用紙サイズや用紙タイプの異なる様々な用紙１１１を収容できる複数
の給紙カセット１１２を収容する。また、それぞれの給紙カセット１１２には、給紙ロー
ラー１１３が設けられている。給紙ローラー１１３は、給紙カセット１１２からの用紙１
１１を、それぞれの給紙カセット１１２に設けられた共有搬送路１１０ａに送り出す。
【００１５】
　プリンター部１２０は、図示しない感光体ドラム、現像装置、帯電装置、露光装置など
を有する、画像形成ユニット（Ｍ）１２１、画像形成ユニット（Ｃ）１２２、画像形成ユ
ニット（Ｙ）１２３、画像形成ユニット（Ｂ）１２４を備えている。画像形成ユニット（
Ｍ）１２１はマゼンタ用であり、画像形成ユニット（Ｃ）１２２はシアン用であり、画像
形成ユニット（Ｙ）１２３はイエロー用であり、画像形成ユニット（Ｂ）１２４はブラッ
ク用である。
【００１６】
　また、プリンター部１２０は、１次転写ローラー１２５ａ～１２５ｄ、駆動ローラー１
２６、従動ローラー１２７、中間転写ベルト１２８、２次転写ローラー１２９、定着部１
３０を有している。画像形成ユニット（Ｍ）１２１、画像形成ユニット（Ｃ）１２２、画
像形成ユニット（Ｙ）１２３、画像形成ユニット（Ｂ）１２４は、印刷データに基づき、
帯電、露光及び現像の工程により図示しない感光体ドラム上にトナー像を形成する。また
、１次転写ローラー１２５ａ～１２５ｄは、図示しない感光体ドラム上のトナー像を、駆
動ローラー１２６及び従動ローラー１２７に張架されている中間転写ベルト１２８上に転
写する。また、２次転写ローラー１２９は、用紙１１１の裏面側から圧接し、用紙１１１
の表面側に中間転写ベルト１２８上のトナー画像を転写する。
【００１７】
　定着部１３０は、加熱ローラー１３１と加圧ローラー１３２とを有している。加熱ロー
ラー１３１は、図示しない熱源制御部によって制御される熱源１３１ａからの熱を用紙１
１１に与える。加圧ローラー１３２は、用紙１１１を加熱ローラー１３１側に押しつける
。加圧ローラー１３２の加圧力は、加圧調整機構部１３２ａによって調整される。そして
、定着部１３０は、駆動ローラー１２６と２次転写ローラー１２９とにより、トナー画像
が転写された用紙１１１に対し、加圧ローラー１３２による圧と加熱ローラー１３１によ
る熱を加える。これにより、用紙１１１にトナー画像が定着される。なお、加圧調整機構
部１３２ａは、加圧ローラー１３２を加熱ローラー１３１の方向に押圧する押圧部材、ば
ね、及びステッピングモーター等の駆動部で構成され、駆動部を動作させて押圧部材を移
動させることにより、加圧ローラー１３２の加圧力を調整する。
【００１８】
　用紙検出センサー１４０～１４２は、搬送路１５０ａ、１５０ｂ上の用紙１１１を検出
する。すなわち、用紙検出センサー１４０は、定着部１３０を通過した搬送路１５０ａ上
の用紙１１１を検出する。用紙検出センサー１４１は、搬送ローラー部１５３を通過した
搬送路１５０ａ上の用紙１１１を検出する。用紙検出センサー１４２は、搬送路１５０ｂ
上の用紙１１１を検出する。
【００１９】
　搬送部１５０は、搬送ローラー部１５１～１５９と、切替爪１５０ｃ、１５０ｄとを有
している。なお、それぞれの搬送ローラー部１５１～１５９は、駆動ローラーと従動ロー
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ラーとを有している。搬送ローラー部１５１～１５４は、共有搬送路１１０ａから排紙ト
レイ１６１まで延びる搬送路１５０ａ上に配置されている。搬送ローラー部１５５は、排
紙トレイ１６２まで延びる搬送路１５０ａ上に配置されている。なお、先行ジョブに対す
る印刷処理された用紙１１１と、割り込みに対する印刷処理された用紙１１１は、切替爪
１５０ｃの切り替えにより排紙トレイ１６１又は１６２へ搬送される。すなわち、先行ジ
ョブに対する印刷処理された用紙１１１の排出先が排紙トレイ１６１である場合、割り込
みに対する印刷処理された用紙１１１の排出先が排紙トレイ１６２となる。これにより、
印刷済みの用紙１１１の確認が容易となる。また、搬送ローラー部１５１～１５２の間に
、上述したプリンター部１２０の２次転写ローラー１２９と定着部１３０とが配置されて
いる。
【００２０】
　そして、片面印刷が設定された場合、搬送ローラー部１５１～１５４により、用紙１１
１を共有搬送路１１０ａから搬送路１５０ａに沿って矢印ａ方向に搬送する。また、矢印
ａ方向への搬送中に、用紙１１１に対し、プリンター部１２０の２次転写ローラー１２９
がトナー画像を転写し、定着部１３０の加熱ローラー１３１及び加圧ローラー１３２がト
ナー画像を定着させる。そして、排出先がたとえば排紙トレイ１６１に設定されている場
合、印刷処理された用紙１１１は排紙トレイ１６１に排出される。また、排出先がたとえ
ば排紙トレイ１６２に設定されている場合、印刷処理された用紙１１１は切替爪１５０ｃ
により搬送経路が切り替えられることで、排紙トレイ１６２に排出される。
【００２１】
　一方、両面印刷が設定された場合、切替爪１５０ｄによる搬送経路の切り替えにより、
定着部１３０により表面側にトナー画像が定着された用紙１１１を、搬送路１５０ｂ側に
移送させる。ここで、搬送ローラー部１５６～１５９は、搬送ローラー部１５１～１５２
の間の搬送路１５０ａを迂回する搬送路１５０ｂ上に配置されている。搬送路１５０ｂは
、搬送ローラー部１５６で用紙をスイッチバックさせるスイッチバック機構を構成してい
る。そして、用紙１１１を搬送路１５０ｂ側から搬送路１５０ａ側（プリンター部１２０
の下流側）に移送させると、用紙１１１の表裏が反転する。また、矢印ａ方向への搬送中
に、用紙１１１の裏面に対し、プリンター部１２０の２次転写ローラー１２９がトナー画
像を転写し、定着部１３０の加熱ローラー１３１及び加圧ローラー１３２がトナー画像を
定着させる。そして、排出先がたとえば排紙トレイ１６１に設定されている場合、印刷処
理された用紙１１１は排紙トレイ１６１に排出される。また、排出先がたとえば排紙トレ
イ１６２に設定されている場合、印刷処理された用紙１１１は切替爪１５０ｃにより搬送
経路が切り替えられることで、排紙トレイ１６２に排出される。
【００２２】
　次に、図２を参照し、ＭＦＰ１００の制御系の構成の一例について説明する。ＭＦＰ１
００は、スキャナー部１７０、プリンター部１２０、ＦＡＸ部１７１、Ｉ／Ｆ（インター
フェース）１７２、用紙検出センサー１４０～１４２、パネル部１７３、ＨＤＤ１７４を
制御する制御部１８０を備えている。
【００２３】
　スキャナー部１７０は、イメージセンサ（図示省略）によって読み取られる、図示しな
い原稿の画像をデジタルの画像データに変換し、制御部１８０に入力するデバイスである
。プリンター部１２０は、制御部１８０から出力される印刷データに基づき、用紙１１１
上に画像を印刷するデバイスである。ＦＡＸ部１７１は、制御部１８０から出力されるデ
ータを、電話回線を通じ相手方となるファクシミリへと送信し、また、相手方ファクシミ
リからのデータを受信して制御部１８０に入力するデバイスである。
【００２４】
　Ｉ／Ｆ１７２は、社内ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）やインターネ
ットなどのネットワークを介し、他のユーザー端末、コンテンツサーバー、ウェブサーバ
ーなどとの通信を受け持つネットワークインターフェースカードなどのデバイスである。
用紙検出センサー１４０～１４２は、上述した搬送路１５０ａ、１５０ａ上の用紙１１１
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を検出する。パネル部１７３は、ＭＦＰ１００の印刷機能、コピー機能、ＦＡＸ機能、ネ
ットワーク経由でのデータ送受信機能や、各種設定のための表示を行うタッチパネルなど
のデバイスである。ＨＤＤ１７４は、ＭＦＰ１００の種々の機能を提供するためのアプリ
ケーションプログラムなどを記憶している記憶デバイスである。また、ＨＤＤ１７４は、
ネットワーク経由でユーザー端末から受け取った印刷ジョブを登録するユーザーボックス
を有している。
【００２５】
　制御部１８０は、画像形成プログラムや制御プログラムなどを実行してＭＦＰ１００全
体の動作を制御するプロセッサーである。制御部１８０は、スキャナー制御部１８１、プ
リンター制御部１８２、ＦＡＸ制御部１８３、通信制御部１８４、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１８５、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）
１８６、画像処理部１８７、センサー制御部１８８、搬送制御部１８９、パネル操作制御
部１９０、ＨＤＤ制御部１９１、システム制御部１９２を備えている。また、これらは、
データバス１９３に接続されている。
【００２６】
　スキャナー制御部１８１は、スキャナー部１７０の読み取り動作を制御する。プリンタ
ー制御部１８２は、プリンター部１２０の印刷動作を制御する。ＦＡＸ制御部１８３は、
ＦＡＸ部１７１によるデータの送受信動作を制御する。通信制御部１８４は、Ｉ／Ｆ１７
２を介し、図示しないネットワーク経由でのデータなどの送受信の制御を行う。
【００２７】
　ＲＡＭ１８５は、プログラムを実行するためのワークメモリーである。また、ＲＡＭ１
８５は、画像処理部１８７によって画像処理された印刷データを記憶する。ＲＯＭ１８６
には、各部の動作チェックなどを行う制御プログラムが記憶されている。画像処理部１８
７は、たとえばスキャナー部１７０によって読み取られた画像データに対する画像処理（
ラスタライズ）を行う。また、画像処理部１８７は、ＨＤＤ１７４に登録された印刷ジョ
ブに対する画像処理（ラスタライズ）を行う。
【００２８】
　センサー制御部１８８は、用紙検出センサー１４０～１４２の検出動作を制御する。搬
送制御部１８９は、片面印刷が設定された場合、搬送ローラー部１５１～１５４を順方向
（用紙１１１を搬送路１５０ａに沿って矢印ａ方向に搬送する方向）に駆動し、用紙１１
１をたとえば排紙トレイ１６１に排出する。また、搬送制御部１８９は、切替爪１５０ｃ
を切り替えることで、搬送ローラー部１５５を順方向に駆動し、用紙１１１をたとえば排
紙トレイ１６２に排出する。また、搬送制御部１８９は、両面印刷が設定された場合、搬
送ローラー部１５１～１５４を順方向に駆動させるとともに、搬送ローラー部１５６～１
５９を逆方向（用紙１１１を矢印ｂ方向に搬送する方向）に駆動させる。また、搬送制御
部１８９は、切替爪１５０ｄを切り替え、用紙１１１を矢印ｂ方向に搬送させる。また、
搬送制御部１８９は、切替爪１５０ｄを切り替え、両面印刷が済んだ用紙１１１をたとえ
ば排紙トレイ１６１に排出させる。また、搬送制御部１８９は、割り込み印刷が設定され
た場合、切替爪１５０ｃを切り替え、割り込み印刷が済んだ用紙１１１をたとえば排紙ト
レイ１６２に排出させる。これにより、先行ジョブに対する印刷された用紙１１１と、割
り込み印刷によって印刷された用紙１１１とを、排紙トレイ１６１又は１６２に分けて排
出できる。なお、用紙１１１の排出先は、パネル部１７３を介しての設定に従って決定さ
れる。
【００２９】
　パネル操作制御部１９０は、パネル部１７３の表示動作を制御する。また、パネル操作
制御部１９０は、パネル部１７３を介し、印刷（片面印刷又は両面印刷など）、コピー、
ＦＡＸ、ネットワーク経由でのデータ送受信などの開始などを受け付ける。また、パネル
操作制御部１９０は、パネル部１７３を介し、割り込み印刷の設定を受け付ける。ＨＤＤ
制御部１９１は、ＨＤＤ１７４に対するデータの読み出し及び書き込みなどを制御する。
【００３０】
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　システム制御部１９２は、各部の連携動作などを制御する。すなわち、システム制御部
１９２は、主に、パネル部１７３を介して片面印刷又は両面印刷が設定されると、搬送制
御部１８９に対して片面印刷又は両面印刷に応じた駆動を行わせる。また、システム制御
部１９２は、詳細については後述するが、先行する印刷ジョブが両面印刷の設定である場
合、１ページ片面印刷に設定された印刷ジョブ（以下、簡易ジョブという）の割り込み印
刷が設定されると、先行ジョブの用紙サイズ、印刷枚数、ＳｈｅｅｔＢａｔｃｈ数などの
条件を判別し、割り込みが可能なタイミングで簡易ジョブに対する片面印刷を開始させる
。また、システム制御部１９２は、先行する印刷ジョブに対する印刷処理が済んだ用紙１
１１を、たとえば排紙トレイ１６１に排出させるように搬送制御部１８９を介して切替爪
１５０ｃを切り替える。また、簡易ジョブに対する印刷処理が済んだ用紙１１１を、たと
えば排紙トレイ１６２に排出させるように搬送制御部１８９を介して切替爪１５０ｃを切
り替える。なお、システム制御部１９２は、用紙検出センサー１４０～１４１の検出結果
に基づき、切替爪１５０ｃ、１５０ｂの切り替えを制御する。
【００３１】
　次に、図３を参照し、簡易ジョブの割り込み可能な先行ジョブの条件を示す条件テーブ
ルについて説明する。まず、条件テーブル２００には、ＮＳｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈ（Ｎは
正の整数）で示される用紙１１１の搬送パターンと、割り込み可能な先行ジョブの内容が
示されている。搬送パターンは、１Ｓｈｅｅｔ～４Ｓｈｅｅｔまで設定されている。１Ｓ
ｈｅｅｔ～４Ｓｈｅｅｔは、用紙サイズ及びビデオバッファに記憶されている画像データ
の印刷単位（ここで、印刷単位は１枚の用紙１１１の表裏面に印刷されるページを示す。
）によって分けられている。用紙サイズのみを考慮した場合、１Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈ
はたとえばＡ２サイズであり、２Ｓｈｅｅｔ　ＢａｔｃｈはたとえばＡ４サイズであり、
３Ｓｈｅｅｔ　ＢａｔｃｈはたとえばＡ４サイズであり、４Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈはた
とえばＢ５サイズとなっている。但し、印刷データから画像データを生成する速度が遅く
なった場合は、上記の用紙サイズに対してより小さいＮ数のＳｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈ（搬
送パターン）に設定されることもある。また、本実施形態では、１Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃ
ｈの場合、割り込み不可に設定されている。また、２Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈ及び３Ｓｈ
ｅｅｔ　Ｂａｔｃｈについては、２ページ両面印刷の場合、割り込み可能に設定されてい
る。また、４Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈについては、２ページ両面印刷の場合、又は４ペー
ジ両面印刷の場合、割り込み可能に設定されている。
【００３２】
　ここで、先行ジョブに割り込む簡易ジョブとして、２Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈでは1ペ
ージの片面印刷が可能である。なお、先行ジョブのページは、印刷データに含まれるペー
ジに加え、印刷された用紙１１１の白紙ページも含む。従って、印刷データに含まれるペ
ージ数が奇数の印刷データを両面印刷する場合、条件テーブル２００に割り込み可能な先
行ジョブの内容として示されるページ数には印刷物の白紙の最終ページの分が含まれる。
【００３３】
　また、４Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈで、先行ジョブが２ページ両面印刷の場合、先行ジョ
ブに割り込む簡易ジョブとして１ページ片面印刷のほか、２ページ片面印刷が可能である
。従って、条件テーブル２００に、搬送パターン、割り込み可能な先行ジョブの内容に加
えて、簡易ジョブとして割り込み可能な片面印刷のページ数（あるいは用紙１１１の枚数
）が設定されていてもよい。
【００３４】
　なお、この簡易ジョブの割り込み可能な先行ジョブの条件を示す条件テーブル２００は
、ＲＡＭ１８５又はＨＤＤ１７４などに記憶されていてもよい。また、簡易ジョブの割り
込みが可能かどうかは、システム制御部１９２がパネル部１７３を介して割り込み印刷が
設定された際、条件テーブル２００を参照して判断する。
【００３５】
　次に、簡易ジョブの割り込み可能な先行ジョブの条件においての印刷順番について説明
する。まず、図４及び図５は、先行ジョブが６ページ両面印刷で３Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃ
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ｈの条件での印刷順番について示している。３Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの場合の印刷順番
は、図４（ａ）に示すように、２ページ目から印刷が開始され、５ページ目で印刷が完了
するように設定されている。これにより、１枚目の用紙１１１ａには１ページ目と２ペー
ジ目とが印刷され、２枚目の用紙１１１ｂには３ページ目と４ページ目とが印刷され、３
枚目の用紙１１１ｃには５ページ目と６ページ目とが印刷される。
【００３６】
　すなわち、図４（ｂ）に示すように、１枚目の用紙１１１ａの表面に２ページ目が印刷
されると、図４（ｃ）に示すように、１枚目の用紙１１１ａが搬送路１５０ａから分岐す
る搬送路１５０ｂ側に移送される。これと同時に２枚目の用紙１１１ｂの表面に４ページ
目が印刷される。続いて、図４（ｄ）に示すように、２枚目の用紙１１１ｂが搬送路１５
０ｂ側に移送されると、搬送路１５０ｂで表裏が反転した１枚目の用紙１１１ａが搬送路
１５０ａと搬送路１５０ｂとの合流点から搬送路１５０ａに移送される。これにより、裏
面に１ページ目が印刷される。また、図４（ｅ）に示すように、１枚目の用紙１１１ａが
排出されると同時に、３枚目の用紙１１１ｃの表面に６ページ目が印刷される。以降、図
５（ｆ）に示すように、２枚目の用紙１１１ｂの裏面に３ページ目が印刷され、図５（ｇ
）に示すように、３枚目の用紙１１１ｃの裏面に５ページ目が印刷されると、図５（ｈ）
に示すように印刷終了となる。なお、搬送路１５０ａと搬送路１５０ｂとの合流点は、搬
送路１５０ａのプリンター部１２０より上流側であり、詳細には搬送路１５０ａの２次転
写ローラー１２９より上流側であり、さらに詳細には搬送路１５０ａの搬送ローラー部１
５１（図１参照）の直前である。
【００３７】
　次に、図６を参照し、先行ジョブが２ページ両面印刷で３Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条
件での割り込み印刷について説明する。まず、図６（ａ）に示すように、簡易ジョブの用
紙１１１Ａは１枚目の用紙１１１ａの２ページ目が印刷された後に割り込み挿入される。
つまり、図６（ｂ）に示すように、１枚目の用紙１１１ａの表面に２ページ目が印刷され
ると、図６（ｃ）に示すように、搬送路１５０ａから分岐する１枚目の用紙１１１ａが搬
送路１５０ｂ側に移送される。これと同時に、簡易ジョブの用紙１１１Ａの表面に簡易ジ
ョブの画像が印刷される。続いて、図６（ｄ）に示すように、簡易ジョブの用紙１１１Ａ
が排出されると同時に、搬送路１５０ｂで表裏が反転した１枚目の用紙１１１ａが搬送路
１５０ａと搬送路１５０ｂとの合流点から搬送路１５０ａへ移送されると、用紙１１１ａ
の裏面に１ページ目が印刷される。そして、図６（ｅ）に示すように１枚目の用紙１１１
ａが排出されて印刷終了となる。これにより、１枚目の用紙１１１ａが搬送路１５０ｂ上
にあるとき、簡易ジョブの用紙１１１Ａへの割り込み印刷が実行されるので、１枚目の用
紙１１１ａへのジョブが停止されることなく継続される。
【００３８】
　なお、先行ジョブが４ページ両面印刷で３Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件での印刷順番
は、２ページ目→４ページ目→１ページ目→３ページ目となる。この場合の簡易ジョブの
割り込みは、２ページ目→４ページ目→１ページ目→簡易ジョブ（割り込み）→３ページ
目となる。また、先行ジョブが６ページ両面印刷で３Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件での
印刷順番は、図４（ａ）で示したように、２ページ目→４ページ目→１ページ目→６ペー
ジ目→３ページ目→５ページ目となる。この場合の簡易ジョブの割り込みは、２ページ目
→４ページ目→１ページ目→６ページ目→３ページ目→簡易ジョブ（割り込み）→５ペー
ジ目となる。
【００３９】
　次に、図７及び図８を参照し、先行ジョブが８ページ両面印刷で４Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔ
ｃｈの条件での印刷順番について説明する。まず、図７（ａ）に示すように、４Ｓｈｅｅ
ｔ　Ｂａｔｃｈの場合の印刷順番は、２ページ目から印刷が開始され、７ページ目で印刷
が完了するように設定されている。これにより、１枚目の用紙１１１ａには１ページ目と
２ページ目とが印刷され、２枚目の用紙１１１ｂには３ページ目と４ページ目とが印刷さ
れ、３枚目の用紙１１１ｃには５ページ目と６ページ目とが印刷され、４枚目の用紙１１
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１ｄには７ページ目と８ページ目とが印刷される。
【００４０】
　すなわち、図７（ｂ）に示すように、１枚目の用紙１１１ａの表面に２ページ目が印刷
されると、図７（ｃ）に示すように、１枚目の用紙１１１ａが搬送路１５０ａから分岐す
る搬送路１５０ｂ側に移送される。これと同時に、２枚目の用紙１１１ｂの表面に４ペー
ジ目が印刷される。続いて、図７（ｄ）に示すように、２枚目の用紙１１１ｂが搬送路１
５０ｂ側に移送されると、３枚目の用紙１１１ｃの表面に６ページ目が印刷される。続い
て、図７（ｅ）に示すように、３枚目の用紙１１１ｃが搬送路１５０ｂ側に移送されると
同時に、搬送路１５０ｂで表裏が反転した１枚目の用紙１１１ａが搬送路１５０ａと搬送
路１５０ｂとの合流点から搬送路１５０ａ側に移送されて、用紙１１１ａの裏面に１ペー
ジ目が印刷される。
【００４１】
　また、図８（ｆ）に示すように、１枚目の用紙１１１ａが排出されると同時に、４枚目
の用紙１１１ｄの表面に８ページ目が印刷される。以降、図８（ｇ）に示すように、２枚
目の用紙１１１ｂの裏面に３ページ目が印刷され、図８（ｈ）に示すように、３枚目の用
紙１１１ｃの裏面に５ページ目が印刷され、図８（ｉ）に示すように４枚目の用紙１１１
ｄの裏面に７ページ目が印刷され、印刷終了となる。なお、図８（ｆ）において、４枚目
の用紙１１１ｄの表面に８ページ目が印刷されるとき、２枚目の用紙１１１ｂは搬送路１
５０ｂ上にて待機することになるが、４枚目の用紙１１１ｄの印刷に続けて２枚目の用紙
１１１ｂへの印刷が実行されるため、ジョブが停止されることなく継続される。
【００４２】
　次に、図９を参照し、先行ジョブが２ページ両面印刷で４Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条
件での割り込み印刷について説明する。まず、図９（ａ）に示すように、簡易ジョブの用
紙１１１Ａは１枚目の用紙１１１ａの２ページ目が印刷された後に割り込み挿入される。
つまり、図９（ｂ）に示すように、１枚目の用紙１１１ａの表面に２ページ目が印刷され
ると、図９（ｃ）に示すように、１枚目の用紙１１１ａが搬送路１５０ａから分岐する搬
送路１５０ｂ側に移送される。これと同時に、簡易ジョブの用紙１１１Ａの表面に簡易ジ
ョブの画像が印刷される。続いて、図９（ｄ）に示すように、簡易ジョブの用紙１１１Ａ
が排出されると同時に、搬送路１５０ｂで表裏が反転した１枚目の用紙１１１ａが搬送路
１５０ａと搬送路１５０ｂとの合流点から搬送路１５０ａ側に移送されて、用紙１１１ａ
の裏面に１ページ目が印刷される。そして、図９（ｅ）に示すように１枚目の用紙１１１
ａが排出されて印刷終了となる。これにより、１枚目の用紙１１１ａが搬送路１５０ｂ上
にあるとき、簡易ジョブの用紙１１１Ａへの割り込み印刷が実行されるので、１枚目の用
紙１１１ａへのジョブが停止されることなく継続される。
【００４３】
　次に、図１０及び図１１を参照し、先行ジョブが４ページ両面印刷で４Ｓｈｅｅｔ　Ｂ
ａｔｃｈの条件での割り込み印刷について説明する。まず、図１０（ａ）に示すように、
簡易ジョブの用紙１１１Ａは２枚目の用紙１１１ｂの４ページ目が印刷された後に割り込
み挿入される。つまり、図１０（ｂ）に示すように、１枚目の用紙１１１ａの表面に２ペ
ージ目が印刷されると、図１０（ｃ）に示すように、１枚目の用紙１１１ａが搬送路１５
０ｂ側に移送される。これと同時に、２枚目の用紙１１１ｂの表面に４ページ目が印刷さ
れると、図１０（ｄ）に示すように、２枚目の用紙１１１ｂが搬送路１５０ｂ側に移送さ
れる。これと同時に、簡易ジョブの用紙１１１Ａの表面に簡易ジョブの画像が印刷される
。
【００４４】
　続いて、図１０（ｅ）に示すように、簡易ジョブの用紙１１１Ａが排出されると同時に
、表裏が反転した１枚目の用紙１１１ａが搬送路１５０ａに移送されると、用紙１１１ａ
の裏面に１ページ目が印刷される。また、図１１（ｆ）に示すように、１枚目の用紙１１
１ａが排出されると同時に、２枚目の用紙１１１ｂの裏面に３ページ目が印刷されると、
図１１（ｇ）に示すように、用紙１１１ｂが排出されて印刷終了となる。これにより、図
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１０（ｄ）のように、１枚目の用紙１１１ａ及び２枚目の用紙１１１ｂが搬送路１５０ｂ
上にあるとき、簡易ジョブの用紙１１１Ａへの割り込み印刷が実行されるので、先行ジョ
ブの処理が停止されることなく継続される。
【００４５】
　なお、先行ジョブが２ページ両面印刷の場合に４Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件で、２
ページの片面印刷の簡易ジョブを割り込ませる場合の印刷順番は、２ページ目→簡易ジョ
ブ（１ページ目の割り込み）→簡易ジョブ（２ページ目の割り込み）→１ページ目となる
。以上のように、両面印刷の先行ジョブの最終の用紙１１１（すなわち、先行ジョブの印
刷に使用される用紙１１１のうち最後に搬送路１５０ａに供給される用紙１１１、例えば
、４Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈにおいて２ページ両面印刷の場合は１枚目、４ページ両面印
刷の場合は２枚目）の表面を印刷した後、先行ジョブの１枚目の用紙１１１の裏面（すな
わち先行ジョブの１ページ目）を印刷するまでに、先行ジョブの印刷には使用しない新た
な用紙１１１を搬送路１５０ａに供給して印刷可能な片面印刷のページ数を簡易ジョブと
して割り込ませることが可能である。言い換えると、両面印刷である先行ジョブの印刷枚
数（ページ数の半分）が、搬送路１５０ａのうち搬送路１５０ｂとの合流点から分岐点ま
での部分および搬送路１５０ｂで同時に搬送可能な用紙１１１（但し、表裏反転後、転写
部（２次転写ローラー１２９と中間転写ベルト１２８が対向する部分）を通過した用紙１
１１を除く。）の枚数未満であるとき、この同時に搬送可能な用紙１１１の枚数から先行
ジョブの印刷枚数を差し引いた枚数以内で片面印刷の簡易ジョブを割り込ませることが可
能である。
【００４６】
　このことは、５Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈ以上の搬送パターン、つまり、１枚目の用紙１
１１の表面（すなわち先行ジョブの２ページ目）を印刷した後、１枚目の用紙１１１の裏
面（すなわち先行ジョブの１ページ目）を印刷するまでに、搬送路１５０ａに新たに供給
可能な用紙１１１の枚数が３枚以上の搬送パターンについても同様である。システム制御
部１８０は、上述したような簡易ジョブが印刷可能な条件に基づいて、簡易ジョブの印刷
が行われるように印刷順番を決定する。具体的には、システム制御部１８０は、先行ジョ
ブおよび簡易ジョブが割り込み可能な場合、先行ジョブの印刷に使用する最終の用紙１１
１を搬送路１５０ａに供給した後、簡易ジョブの印刷に使用する新たな用紙１１１を順次
、搬送路１５０ａに供給させて印刷するように印刷順番を決定する。
【００４７】
　但し、２Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの場合は、（２ｎ－１）枚目（ｎは正の整数）の用紙
１１１の表面（すなわち先行ジョブの（４ｎ－２）ページ目）を印刷した後、（２ｎ－１
）枚目の用紙１１１の裏面（すなわち先行ジョブの（４ｎ－３）ページ目）を印刷するま
でに、新たな用紙１１１を搬送路１５０ａに供給して印刷可能な片面印刷のページ数を簡
易ジョブとして割り込ませることが可能である。ここで、２Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条
件での印刷順番は、２ページ目→４ページ目→１ページ目→３ページ目→６ページ目→８
ページ目→５ページ目→７ページ目・・・となる。例えば、先行ジョブが２ページ両面印
刷の場合に２Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件で、２ページの片面印刷の簡易ジョブを割り
込ませる場合の印刷順番は、２ページ目→簡易ジョブ（割り込み）→１ページ目となる。
また、先行ジョブが６ページ両面印刷の場合に２Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件で、２ペ
ージの片面印刷の簡易ジョブを割り込ませる場合の印刷順番は、２ページ目→４ページ目
→１ページ目→３ページ目→６ページ目→簡易ジョブ（割り込み）→５ページ目となる。
【００４８】
　次に、図１２を参照し、ＭＦＰ１００による割り込み印刷処理について説明する。なお
、以下においては、先行ジョブの後に簡易ジョブの割り込み印刷が設定された場合として
説明する。
【００４９】
（ステップＳ１０１）
　システム制御部１９２は、割り込み印刷が設定されたかどうかを判断する。
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　この場合、システム制御部１９２は、パネル操作制御部１９０からの通知を待ち（ステ
ップＳ１０１：Ｎｏ）、パネル操作制御部１９０からの割り込み印刷が設定されたことを
示す通知を受け取ると、割り込み印刷が設定されたと判断し（ステップＳ１０１：Ｙｅｓ
）、ステップＳ１０２に移行する。
【００５０】
（ステップＳ１０２）
　システム制御部１９２は、簡易ジョブの割り込み可能な先行ジョブの条件を示す上述し
た条件テーブルを参照し、先行ジョブは割り込み可能かどうかを判断する。
　この場合、システム制御部１９２は、先行ジョブが１Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈであると
き、簡易ジョブの割り込みが不可能であると判断し（ステップＳ１０２：Ｎｏ）、ステッ
プＳ１０９に移行する。
　これに対し、システム制御部１９２は、先行ジョブがたとえば３Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃ
ｈであるとき、簡易ジョブの割り込みが可能であると判断し（ステップＳ１０２：Ｙｅｓ
）、ステップＳ１０３に移行する。
【００５１】
（ステップＳ１０３）
　システム制御部１９２は、簡易ジョブの印刷順番を決定する。
　この場合、先行ジョブが、たとえば図６（ａ）に示したように、２ページ両面印刷で３
Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件であるとき、システム制御部１９２は簡易ジョブを先行ジ
ョブの２ページ目が印刷された後に割り込みさせるように、印刷順番を決定する。
　また、先行ジョブが、たとえば図９（ａ）に示したように、２ページ両面印刷で４Ｓｈ
ｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件であるとき、システム制御部１９２は簡易ジョブを先行ジョブ
の２ページ目が印刷された後に割り込みさせるように、印刷順番を決定する。
　また、先行ジョブが、たとえば図１０（ａ）に示したように、４ページ両面印刷で４Ｓ
ｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件であるとき、システム制御部１９２は簡易ジョブを先行ジョ
ブの４ページ目が印刷された後に割り込みさせるように、印刷順番を決定する。
【００５２】
（ステップＳ１０４）
　システム制御部１９２は、簡易ジョブの印刷順番を決定すると、印刷開始を指示する。
　この場合、システム制御部１９２は、画像処理部１８７に対して先行ジョブ及び簡易ジ
ョブの画像処理を指示する。画像処理部１８７によって画像処理された印刷データがＲＡ
Ｍ１８５に記憶されると、システム制御部１９２は搬送制御部１８９に対して用紙１１１
の搬送を指示するとともに、プリンター制御部１８２に対して印刷を指示する。
【００５３】
（ステップＳ１０５）
　プリンター制御部１８２は、ＲＡＭ１８５に記憶された印刷データに基づき、用紙１１
１への印刷を開始する。
【００５４】
（ステップＳ１０６）
　システム制御部１９２は、簡易ジョブの番かどうかを判断する。
　ここで、先行ジョブが、たとえば図６（ａ）に示したように、２ページ両面印刷で３Ｓ
ｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件であるとき、システム制御部１９２は図６（ｂ）に示したよ
うに、１枚目の用紙１１１ａの表面に２ページ目が印刷されている場合、簡易ジョブの番
では無いと判断する（ステップＳ１０６：Ｎｏ）。
　これに対し、システム制御部１９２は、図６（ｃ）に示したように、１枚目の用紙１１
１ａの表面への２ページ目の印刷が終了すると、簡易ジョブの番であると判断し（ステッ
プＳ１０６：Ｙｅｓ）、ステップＳ１０７に移行する。
　また、先行ジョブが、たとえば図９（ａ）に示したように、２ページ両面印刷で４Ｓｈ
ｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件であるとき、システム制御部１９２は図９（ｂ）に示したよう
に、１枚目の用紙１１１ａの表面に２ページ目が印刷されている場合、簡易ジョブの番で
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は無いと判断する（ステップＳ１０６：Ｎｏ）。
　これに対し、システム制御部１９２は、図９（ｃ）に示したように、１枚目の用紙１１
１ａの表面への２ページ目の印刷が終了すると、簡易ジョブの番であると判断し（ステッ
プＳ１０６：Ｙｅｓ）、ステップＳ１０７に移行する。
　また、先行ジョブが、たとえば図１０（ａ）に示したように、４ページ両面印刷で４Ｓ
ｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件であるとき、システム制御部１９２は図１０（ｂ）に示した
ように、１枚目の用紙１１１ａの表面に２ページ目が印刷されている場合、さらに図１０
（ｃ）に示したように、２枚目の用紙１１１ｂの表面に４ページ目が印刷されている場合
、簡易ジョブの番では無いと判断する（ステップＳ１０６：Ｎｏ）。
　これに対し、システム制御部１９２は、図１０（ｄ）に示したように、２枚目の用紙１
１１ｂの表面への４ページ目の印刷が終了すると、簡易ジョブの番であると判断し（ステ
ップＳ１０６：Ｙｅｓ）、ステップＳ１０７に移行する。
【００５５】
（ステップＳ１０７）
　システム制御部１９２は、簡易ジョブの印刷を指示する。
　ここで、先行ジョブが、たとえば図６（ａ）に示したように、２ページ両面印刷で３Ｓ
ｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件であるとき、システム制御部１９２は図６（ｃ）に示したよ
うに、印刷が終了した１枚目の用紙１１１ａを搬送路１５０ｂ側に移送させた後、簡易ジ
ョブの用紙１１１Ａへの印刷を実行させる。
　また、先行ジョブが、たとえば図９（ａ）に示したように、２ページ両面印刷で４Ｓｈ
ｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件であるとき、システム制御部１９２は図９（ｃ）に示したよう
に、印刷が終了した１枚目の用紙１１１ａを搬送路１５０ｂ側に移送させた後、簡易ジョ
ブの用紙１１１Ａへの印刷を実行させる。
　また、先行ジョブが、たとえば図１０（ａ）に示したように、４ページ両面印刷で４Ｓ
ｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈの条件であるとき、システム制御部１９２は図１０（ｄ）に示した
ように、印刷が終了した２枚目の用紙１１１ｂを搬送路１５０ｂ側に移送させた後、簡易
ジョブの用紙１１１Ａへの印刷を実行させる。
【００５６】
（ステップＳ１０８）
　システム制御部１９２は、印刷が完了したかどうかを判断する。
　この場合、システム制御部１９２は、プリンター制御部１８２からの印刷完了の通知が
無ければ印刷が完了していないと判断する（ステップＳ１０８：Ｎｏ）。
　これに対し、システム制御部１９２は、プリンター制御部１８２からの印刷完了の通知
が有れば印刷が完了したと判断し（ステップＳ１０８：Ｙｅｓ）、処理を終了する。
【００５７】
（ステップＳ１０９）
　システム制御部１９２は、ステップＳ１０２において、先行ジョブは割り込み不可能で
あると判断すると、通常印刷を指示し、ステップＳ１０８に移行する。
　この場合、先行ジョブが１Ｓｈｅｅｔ　Ｂａｔｃｈであるとき、簡易ジョブの割り込み
が不可能であるため、先行ジョブの印刷が完了した後、システム制御部１９２は簡易ジョ
ブの印刷を指示する。
【００５８】
　本発明の画像形成装置では、プリンター部１２０を通過する搬送路１５０ａ（第１の搬
送路）と、搬送路１５０ａ（第１の搬送路）から分岐し表裏を反転させた用紙１１１を搬
送路１５０ａ（第１の搬送路）のプリンター部１２０より上流側に移送する搬送路１５０
ｂ（第２の搬送路）とを備え、割り込みジョブが設定されると、システム制御部１９２が
搬送路１５０ｂ（第２の搬送路）で搬送されることを前提とし、片面印刷の割り込みジョ
ブの割り込み可能な両面印刷の先行ジョブの条件を示す条件テーブル２００を参照し、先
行ジョブが割り込み可能である場合、先行ジョブの印刷順番に割り込みジョブの印刷が挿
入されるように、印刷順番を決定する。これにより、簡易ジョブ（割り込みジョブ）の処
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理中においては、先行ジョブの用紙が搬送路１５０ｂ（第２の搬送路）側に位置するため
、簡易ジョブ（割り込みジョブ）の処理終了後、先行ジョブの処理を継続させることがで
きるので、先行ジョブに簡易ジョブ（割り込みジョブ）を割り込ませた場合でも、処理速
度の低下を防止することができる。
【００５９】
　なお、本実施形態では、システム制御部１９２がパネル部１７３を介して簡易ジョブの
割り込み印刷が設定された場合、先行ジョブが割り込み可能であれば、簡易ジョブを先行
ジョブに割り込ませる場合で説明した。これに限らず、簡易ジョブに含まれるユーザーＩ
Ｄ（identification ）がＭＦＰ１００に登録されている場合、その簡易ジョブの割り込
み処理を優先的に行わせてもよい。
【符号の説明】
【００６０】
１００　ＭＦＰ
１０１　本体
１１０　給紙部
１１０ａ　共有搬送路
１１１、１１１ａ～１１１ｄ、１１１Ａ　用紙
１１２　給紙カセット
１１３　給紙ローラー
１２０　プリンター部
１２１　画像形成ユニット（Ｍ）
１２２　画像形成ユニット（Ｃ）
１２３　画像形成ユニット（Ｙ）
１２４　画像形成ユニット（Ｂ）
１２５ａ～１２５ｄ　１次転写ローラー
１２６　駆動ローラー
１２７　従動ローラー
１２８　中間転写ベルト
１２９　２次転写ローラー
１３０　定着部
１３１　加熱ローラー
１３１ａ　熱源
１３２　加圧ローラー
１３２ａ　加圧調整機構部
１４０～１４２　用紙検出センサー
１５０　搬送部
１５０ａ、１５０ｂ　搬送路
１５０ｃ、１５０ｄ　切替爪
１５１～１５９　搬送ローラー部
１６０　用紙給紙部
１６１、１６２　排紙トレイ
１７０　スキャナー部
１７１　ＦＡＸ部
１７２　Ｉ／Ｆ
１７３　パネル部
１７４　ＨＤＤ
１８０　制御部
１８１　スキャナー制御部
１８２　プリンター制御部
１８３　ＦＡＸ制御部



(15) JP 6561898 B2 2019.8.21

10

１８４　通信制御部
１８５　ＲＡＭ
１８６　ＲＯＭ
１８７　画像処理部
１８８　センサー制御部
１８９　搬送制御部
１９０　パネル操作制御部
１９１　ＨＤＤ制御部
１９２　システム制御部
１９３　データバス
２００　条件テーブル

【図１】 【図２】
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【図９】 【図１０】
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